
古民家（旧加藤家住宅）に係る過去の調査結果等の実績

１ 施設概要

⑴ 延床面積 約１３０㎡

⑵ 江戸時代後期～末期（約２００年前）に現在の瀬戸市品野で建築

⑶ 明治時代に岩作石田地内に移築された市内最古級の古民家

⑷ ２本の太い梁と柱があり、「神社の鳥居」に似ていることから「鳥

居建て形式」といわれる尾張、西三河地方の伝統的な農家住宅の形式

を残した建造物

２ 当該古民家に係る参考文献等

⑴ 「愛知の民家（県教育委員会 昭和 48年 3月発行）」参考文献１

歴史的な価値がある建造物として掲載され、第１次調査対象とな

った２３８棟のうち、第３次調査を行う価値があるとして選定され

た４１棟の一つとして位置づけられた。

⑵ 「愛知の民家～建築と生活～（愛知建築士会 昭和 59 年 4月発行）」

参考文献２

鳥居建形式で、古い架構の骨組み（軸組み）が残り、新しい間取り

に対応した架構への過程を知ることのできる貴重な農家であると明

記されている。

⑶ 長久手市郷土資料室での解説展示（昭和 60 年開館）

鳥居建形式の歴史的価値がある建造物として、パネル展示による

解説をしている。

⑷ 「町史 資料編三（町教育委員会 昭和 61 年 3月）」参考文献３

明治２４年の濃尾地震後に瀬戸の品野村にあった家を移築したも

のであり、移築前の建立年代は、その形式からみて、１８世紀中期ま

で遡るとされ、本町では最も古い民家である。また、構造は、鳥居建

てといわれるもので、建物の身舎（もや）の前後を柱で支える古い形

式であることを明記した。 ＜裏面へ＞
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⑸ 「長久手市の鳥居建て民家の調査報告書（市教育委員会 平成 26

年 3月）」参考文献４

古民家の建立年代を明らかにするため、所有者へ聞き取り調査、資

料調査を実施した。江戸時代後期から末期にかけて建てられた鳥居建

て形式の建物で、建築学及び民俗学的にも貴重な遺産であり、歴史的

な文化遺産として、大切に保存していく必要があることを明記した。

⑹ 「加藤建夫家住宅古民家移設調査業務報告書（平成 29 年 3月）」

参考文献５

古民家の保存修理及び移築に向けて、実測調査及び現況平面図の

を作成した。江戸時代後期から現在に至るまで実用がされており、

長久手の近代を代表する住宅として非常に歴史的価値の高いもので

あるため、移築（保存）を推奨することを明記した。

⑺ 「第６次長久手市総合計画（平成 30 年 3月）」参考文献６

市内に現存する古民家を保存し、地域のくらしを後世に伝え、市民

が交流する場として活用することを明記した。

⑻ 「古民家補修等工事」の実施（令和元年 6月）

歴史的建造物の価値を保存するため、損傷が激しい古民家の屋根、

和室の床等の劣化が進まないよう応急的に補修工事を実施した。

⑼ 「文化財古民家詳細調査業務報告書（令和 2年 3月）」参考文献７

長年の雨漏り、蟻害による腐食が進み構造部材全体としての健全

性が大変低い状態であった。愛知県を代表する民家形式を持つ建物

ではあるが、損傷状態からみて保存することは困難である。鳥居建て

構造及びその接続部を活かし、その他の構造架構は新材とすること

が望ましいとの所見を明記した。

⑽ 「文化財保護審議会の専門家の意見（令和 2年 8月）」

古民家の一部部材のみの活用という対応方針は乱暴であるとの意

見をいただく。この意見を踏まえ、令和 2年 9 月に再生利用可能な

部材をできる限り活用した移築方法を再検討することとなった。

⑾ 「愛知県文化財保存活用大綱（愛知県 令和２年９月策定）」

参考文献８

未指定文化財の中には、保護の対象となっていないものが多く存

在するため、このような文化財を幅広く把握し、保存・活用していく

ことが求められるといった「未指定文化財の保護措置の拡大」に関す

ることが明記された。



参考文献１
















